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｢わかる｣と ｢できる｣の統-を目指した授業の実践
- ヨ-テングを活用 した保健体育科の実践 一
学習開発コ-ス (10220908) 佐 藤 知 穂
保健体育科では,生涯にわたって健康の保持増進し,豊かなスポーツライフを実現する
ことを目指している｡本研究では,コーチングを活用し,運動の楽しさや喜びを味わえる
よう基礎的な運動の技能や知識を確実に身に付け,｢わかる｣と ｢できる｣の統一を目指し
た授業の実践を行い,その成果と課題について検討した｡ その結果,GROWモデルを用いた
個別指導では｢わかる｣と ｢できる｣が統一された生徒の姿がみられた｡
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及び研究の背景
中央教育審読会答申(2008)では,体育科,保健
体育科における課題として ｢運動する子どもとそ
うでないこどもの二極化｣｢運動-の関心や自ら運
動する意欲,各種の運動の楽しさや喜び,その基
礎となる運動の技能や知識など,生涯にわたって
運動に親しむ資質や能力の育成が十分に図られて
いない例も見られること｣等が挙げられている｡
｢生涯にわたって健康の保持増進し,豊かなスポー
ツライフを実現する｣ためには,上記の課題を踏
まえ,｢学習したことを実生活,実社会において活
かすこと｣が求められている｡そのためには,｢わ
かる｣こと,｢できる｣ことを結び付けることが必
要であると筆者は考える｡また,生徒がそれらを
結び付けることができるように教師はかかわる必
要がある｡
(2)研究の目的
本研究の目的は,コーチングを活用して,｢わ
かる｣と ｢できる｣の統一を目指した授業の実践
についての効果を検証することである｡
(3)研究の方法
研究の方法は,以下の通りである｡
①先行研究の整理
②先行研究をもとにした実践
③実践の考察及び成果と課題の検討
2 先行研究の検討
(1)保健体育科における ｢わかる｣ と ｢できる｣
小田｡今崎｡東川 ｡松田(2004)は,｢わかる｣を
｢知識 ｡理解｣｢できる｣を ｢技能｣と体育の授業
における｢わかる｣と｢できる｣を定義している｡
中学校学習指導要領解説保健体育編(2008)で
は,生涯にわたって運動に親しむためには,｢運動
の楽しさや喜びを味わえるよう基礎的な運動の技
能や知識を確実に身に付ける｣ことが重要である
とされている｡
したがって,保健体育科では,運動の楽しさや
喜びを味わうためにも,技能だけでなく,確実に
知識も身に付けなければならないと言える｡
(2)｢わかる｣ と ｢できる｣の関係
岡出(1994)は,｢『わかる』ことは不要｣という
見解と,｢『できる』ことを求める必要はない｣と
いう対立する見解があると述べている｡
しかし,金子(1988)は,｢『わかるような気がす
る段階』から 『できるような気がする段階』を経
て 『できる段階』に至る｣と指摘し,｢できる｣た
めには ｢わかる｣ことが必要であり,両者を切り
放すこと自体に問題がある,という態度を示して
い る｡
さらに,岡出(前掲書)も,二者択一の問題では
なく,第三者の ｢『できる』ためには 『わかる』こ
とが必要｣ という立場を主張し,実際に授業を行
う際には,｢『わかる』ことを 『できる』ことに結
び付けていく配慮が大切｣と述べている｡
(3)コー チングとGROWモデル
グリフィス(1926)1)は,｢コーチは単なるインス
トラクターではなく,教師であり,人の性格を創
り上げる者(characterbuilder),人のパーソナリ
ティーを形成する者である｣とし,コー チと教師
の関係性について述べている｡
関｡山田叫島津 ｡森田｡斎藤(2007)は,｢コー チ
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ングは,コー チが相手に指示命令するのではなく,
相手に自ら考え,自ら行動するように促すコミュ
ニケーション技法の1つである｡目標を達成した
り,障害を打開するための答えや能力を,その人
自身がすでに持っていると考え,コー チは質問や
提案,承認などの様々なコミュニケーションスキ
ルを使いながら,会話を通して相手の考え方や能
力,知識などを引き出し,目標を達成するための
方策について一緒に考え,行動化できるようサポ
ートするもの｣と述べている｡
堀(2009)は,コーチングも心理学理論に基づく
ものとし,Palmer&恥ybrow(2007)の著書をもと
に6つに心理学理論に分類した｡その1つである
行動論的コー チングを ｢伝統的に心理学モデルと
は見なされておらず,心理学的訓練を受けていな
いコーチに適したもの｣ と述べている｡ このこと
から,多くの教師にも適していると考えられる｡
よく知られているのは,1980年代にアレクサンダ
ーが開発したGROWである｡
表1.コー チングのGROWモデ/レ
(∋目標(Goals)を設定
②現実(Reality)を見直す
③選択肢(options)を考えだす
④進む道(wayforward)を決める
(4) ｢わかる｣と ｢できる｣の統一を目指した授
業とコーチングの関係
栗本(2009)は,｢『わかっているけど,行動でき
ない』経験をしているのではないか｣と述べ,｢コ
ーチングは,『知識』と『行動』の間の溝を埋める｣
と述べている｡したがって,｢わかる｣と｢できる｣
の統一を目指した実践では,コー チングが有効な
手段であると考えられる｡
(5)本研究の方向性
先行研究を踏まえて,本研究の方向性を改めて
整理する｡以下に示す図1は,｢わかる｣｢できる｣
とコーチングの関係を表したものである｡本研究
で目指すのは,｢わかる･できる｣生徒,つまりA
ゾーン-生徒を育成することである｡白抜きの矢
印は,その方向に向かうようにコーチングを活用
することを示している｡具体的には,GROWモデル
を考慮して,｢質問｣｢提案｣｢承認｣などのコミュ
ニケーションスキルを使い,生徒の考え方や能九
知識などを引き出す｡
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図1.｢わかる｣｢できる｣とコー チング
3 実践と結果 (明らかになったこと)
山形市内Ⅹ中学校において行った授業実践は以
下の通りである｡授業ⅠはS.T.2)として,授業Ⅱ
はM.T.3)として授業実践を行った｡
(1)授業Ⅰ -S.T.として一
表2.授業Ⅰの概要
日時 : 2010年11月17日(水)8:45-月:35
体育分野 暑翻己運動 (マット運動)
時数 : 3/11時間目
対 象 : 第3学年(女子7名)
ねらい : 自分のできる技を確認する.
実 態 : 女子生徒SlとS2は,過去開脚前転を一度も成功さ
せたことがない生徒であった｡マット運動は苦手と話
していたが,単元の最後にシンクロパフォーマンス4)
をクン1/-プごと昭子うこともあり,意欲的に学習に
取り崩んでいた｡
【事例1】slとのかかわり
表3.筆者が捉えたSlのGROWモデ/レ
① 【目標(Goals)】開脚前転の成功
@ [# (Reality)]
･開脚するタイミングがよいo
･-直線上を回転することができない.
･回転のスピー ドがやや遅レ㌔
③ 【選択肢(options)】(筆者が発間した内容)
発問1:｢回転する時にどちらかに傾いて回転してることに気付いて
る?｣
発間2:｢回り終わった時にマットの半分より右 左どっちに居るこ
とが多い?｣
発問3:｢回転する時に速く回るのと,遅く回るのではどちらが左右
にぶれにくいかな?｣
④ 【進む道(wayforWard)】(生徒が答えた内容)
発問1:｢-○｣(無言のまま首をかしげるo)
発問2:｢-右です㌔｣
発問3:｢速い方?-がぶれないと思いますと｣
※授業の後半にはSlは開脚後転を成功させる｡
女子生徒slは,教師とのかかわりを通して,D
ゾーン-CゾーンづAゾーン-向かった｡
E事例2】S2とのかかわり
表4.筆者が捉えたS2のGROWモデル
(slも∵緒に運動観察を行ったため,発問4に対してはSlが答え
ている｡)
【目標(Goals)】開月報簡云の成功
【現実(Reality)】
･回転後に起き上がることができなし㌔
･回転後,起き上がる時に足,手の順番でマットついており,
力がうまく伝わっていなLlo
【選択肢(options)】(筆者が発間･提案した内容)
発間1:｢今の手と足がつくタイミングはどうだったかな?｣
発間2:｢①手一足の順でついた,②足→手の順でついた,③足と
手同時についた,どれだったでしょうか?｣
発問3:｢回転する時に速く回るのと,遅く回るのではどちらが左右
にぶれにくいかな?｣
提案1:｢じゃあ,slと一緒にみてるからもう一度やってみよっか⊃｣
発間4:｢今,足と手がマットにつくタイミングはどうだった?｣(観
察していたslに対する発問)
発問5:｢これの1つ前は,実は足-手の順でマットについていたん
だよ｡今は足と手同時にマットについてたよね｡前回より
も体が持ち上がった気がしなかった?｣
【進む道(wayforward)】(生徒が答えた内容)
発問1:｢-｡｣(S2は無言のまま首をかしげる｡)
発問2:｢-｡自分では分かりませんでした ｣(S2は首をかしげな
がら考え,slの方をみる｡)
発間3:｢速い方?-がぶれないと思いますも｣(S2)
提案1:(Sl,S2はうなずく｡)
発問4:｢足と手が同時にマットについていました｡｣(Sl)
発問5:｢確かに!!はい!!｣(S2は笑みを浮かべ,足をばたば
たさせて喜ぶ｡)
※授業の後半にはS2は開脚前転を成功させる｡
女子生徒S2は,教師とslとのかかわりを通し
て,Dゾーン｣増 ゾーン-Aゾーン-向かった｡
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(2月受業I -M.T.として-
【事例3】生徒45名とのかかわり
表5.授業Ⅱの概要
日時 : 2010年12月2日(木)10:45-ll:35
体育分野 暑討武重勧 (マット運動)
時 数 : 2/7時間目
対 象 : 第1学牢(女子45名)
ねらい: 前転･後転 ･開脚前転･開脚後転
をよりよく行う｡
倒立に近い感覚を味わう｡
実 態 :女子生徒4=5∠鋸ま,事前のアンケート調査において
｢マット運動が好き｣と回答した生徒は18名,｢マッ
ト運動が得意｣と回答した生徒は,8名であった｡多
くの生徒がマット運鍬朝子きでない,得意はでないと
答えていた｡
表6.筆者が捉えた対象生徒45名のGROWモデ/レ
【目標(Goals)】
過去に遊び等で行ったことのある体の使い方が,マット運動を行
う時の体の使い方と類似していることに気付き,体の使い方がわか
る｡
【現実(Reality)】
それぞれ異なった運動の経験を持っている｡
(経験がある生絶 そうでない生徒がいる｡)
【瀞和技(Options)】
過去の運動経験すべて｡
(選択肢が多い生徒,そうでない生徒がいる｡)
【進む道(wayforward)】
それぞれ生徒が選択したもの｡
(適用如ミなく,つまずきを感じる生徒もいる｡)
生徒がそれぞれ持っていた運動経験から,マッ
ト運動の体の使い方と類似した運動を行う姿がみ
られた｡中には,行 うことができない生徒もいた｡
4 考察
授業 Ⅰ,授業Ⅱの実践と結果を踏まえて以下
の4点について考察した｡
(1)E事例 1】より,S1-の個別指導において,D
ゾーン-CゾーンうAゾーンに向かうslの姿がみ
られた｡｢わかる｣と ｢できる｣の統一を目指すに
あたって,GROWモデルを用いて発間(｢質問｣)を
中心にした教師とslのかかわりは効果的であっ
たと考えられる｡
(2)E事例2】より,S2-の個別指導において,D
ゾーン十Bゾーン-Aゾーンに向かうS2の姿がみ
られた｡｢わかる｣と ｢できる｣の統一を目指すに
あたって,GROWモデルの ｢提案｣などを用いた教
師 ･slとS2のかかわりは効果的であったと考え
られる｡
(3)【事例3】より,対象生徒-の一斉指導におい
て,多くの生徒は,持っている運動の経験を引き
出し,類似した運動を行う姿がみられた｡しかし,
そうでない生徒もいた｡この場合,GROWモデルを
用いた教師と生徒 45名のかかわりは一部の生徒
には効果的であったと考えられる｡目標は,同じ
でも生徒一人一人が見直すべき現実(Reality)は
違ってお り,選択肢 (options),進む道 (way
forward)も変わってくることが要因だと考えられ
る｡
(4)【事例3】より,一斉指導でGROWモデルを用
いる場合は,生徒が自らGROWモデルを考慮して学
習に取り組むことができるように教師が手立てを
とる必要があると考えられる｡生徒同士の客観的
な運動観察や学習カードを取り入れることにより,
生徒同士でのコーチングを活用することも視野に
入れて,その可能性についても検証していく必要
があると考えられる｡
5 到達点と課題
(1)到達点
コーチングを活用した ｢わかる｣と ｢できる｣
の統一を目指した授業の実践では,女子生徒の学
習集団を対象とした場合,GROWモデルを用いた個
別指導において効果的であった｡
(2)課題
①今回は,女子生徒の学習集団を対象としたため,
今後,男子生徒の学習集団の場合 男女共習の場
合の実践を試みる必要がある｡
②今回は,マット運動の領域を取り扱ったため,
今後 異なる特性を持った運軌 または保健分野
でも実践を試みる必要がある｡
③ ｢わかる｣と ｢できる｣が統一された状態を生
徒や教師が把握するための工夫を取り入れていく
必要がある｡
注
1)既に絶版のため,入手困難であった｡
2)S.T.は,サブティーチヤーの略として用いた｡
3)M.T.は,メインティーチヤーの略として用いた｡
4)シンクロパフォーマンスは,集団で演技簡裁を
考え,技を仲間と合わせて行うものとして用いた｡
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